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	気候変動編の開催趣旨
	　地震多発国の日本においては、突発的に発生する大地震災害に備える地域での活動、被災地支援活動は 重要な活動であり、本会は1995年以来、この活動を推進してきました。  　同時に近年、地球温暖化による気候変動に伴う気象災害での被害が世界と日本で深刻な問題となるなかで、 日本でも、国際的な枠組みを取り入れた気候変動適応法が2018年6月に制定され、2020年6月には 「気候変動×防災」に関する共同メッセージが、環境大臣と内閣府（防災担当）大臣連名で発表され、2023年 4月に気候変動適応法が改正されるなかで、気候変動に適応した新たな活動が求められるようになりました。  　そこで本会は、気象災害での新たな被害に対応するために災害救援ボランティア講座（気候変動編）を 2023年4月から新たに開講しています。この講座では気候変動により激甚化する気象災害での被害を回避、 軽減する活動、気候変動適応活動を進めるリーダーを養成することを主な目的としています。  　本会が想定する被害とは、第１は最大想定の風速、雨量での大都市大水害、第２は暑熱環境による大規模 健康被害です。これらの分野では新たに開始された防災気象情報、熱中症警戒アラート等の警報を活用した 事前の避難行動等により、人的被害を回避、軽減する政策が重視されるようになり、住民とボランティアによる 創意工夫ある新たな活動が求められるようになっています。  　気候変動編講座は今回で第8回目の開催となります。たくさんのお申込みをお待ちしています。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2026年5月
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